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 紀
もとい

博物館でラテンアメリカの
先住民文化の意味を考える

二
〇
一
四
〜
二
〇
一
八
年
度
ま
で
、
科
研
費
の
新
学
術
領
域
研
究
（
研
究
領
域
提

案
型
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
古
代
ア
メ
リ
カ
の
比
較
文
明
論
」
の
一
環
と
し
て
、
南
北

ア
メ
リ
カ
と
欧
州
の
人
類
学
、
考
古
学
、
歴
史
学
関
連
の
博
物
館
を
訪
問
し
た
。
わ

た
し
の
関
心
は
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
大
陸
の
先
住
民
文
化
を
博
物
館

が
ど
の
よ
う
に
展
示
し
て
い
る
か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。

二
七
カ
国
の
博
物
館

調
査
は
二
〇
一
四
年
一
〇
月
八
日
、
メ
キ
シ
コ
国
立
人
類
学
博
物
館
館
長
の
ア
ン

ト
ニ
オ
・
サ
ボ
リ
氏
と
の
面
談
か
ら
始
ま
っ
た
。
同
館
の
一
階
に
は
メ
ソ
ア
メ
リ
カ
考

古
学
展
示
場
、
二
階
に
は
現
代
メ
キ
シ
コ
先
住
民
の
民
族
誌
展
示
場
が
あ
る
。
わ
た

し
は
冗
談
め
か
し
て
、
一
階
と
二
階
の
あ
い
だ
に
は
階
段
と
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
以
外
に

何
が
あ
る
の
か
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
理
論
が
ふ
た
つ
の
フ
ロ
ア
ー
を
繋つ
な

い
で
い
る
の
か

と
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
み
た
。
サ
ボ
リ
館
長
も
こ
の
問
い
を
お
も
し
ろ
が
り
、
わ
た
し

の
調
査
に
賛
同
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
か
ら
五
年
後
の
二
〇
一
九
年
三
月
一
日
、
最
後

に
訪
問
し
た
の
は
キ
ュ
ー
バ
国
立
美
術
館
の
「
キ
ュ
ー
バ
美
術
に
お
け
る
タ
イ
ノ
的

な
も
の
」
と
題
す
る
展
覧
会
だ
っ

た
。
先
住
民
族
タ
イ
ノ
の
文
化

を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
の
可
愛
ら
し

い
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
た
。
こ

の
間
に
訪
れ
た
博
物
館
は
二
七
カ

国
、
一
〇
〇
以
上
に
の
ぼ
る
。

四
つ
の
意
味

調
査
し
た
博
物
館
の
展
示
を

比
べ
る
と
、
先
住
民
文
化
に
関
す

る
四
つ
の
意
味
が
浮
上
し
た
。

第
一
に
、
過
去
の
貴
重
な
文
化

マヤ、アステカ、インカなど古代文明が栄えたラテンアメリカ。世界各地の博物館では、その
文化を継承する先住民族のさまざまな姿を紹介している。筆者は、5年の年月を重ね 27カ国を
訪ね歩いて、各地の博物館が先住民文化をどのようにとらえているのか、その意味を調べた。

第
四
に
、
国
民
の
文
化
的
多
様
性
の
一
端
と
し
て
先
住
民
文
化
を
描
く
博
物
館

も
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
や
コ
ス
タ
リ
カ
の
国
立
博
物
館
で
は
、
先
コ
ロ
ン
ブ
ス
期
の
文

化
に
加
え
て
、
現
代
の
先
住
民
文
化
だ
け
で
な
く
、
ア
フ
リ
カ
系
の
人
び
と
や
メ
ス

テ
ィ
ソ
（
混
血
）
の
人
び
と
の
文
化
も
幅
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
博
物
館
は
い
わ

ば
多
文
化
共
生
の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

博
物
館
で
の
出
会
い

博
物
館
を
訪
問
し
、
そ
の
場
で
遭
遇
す
る
予
期
せ
ぬ
出
来
事
が
、
先
住
民
文
化

の
あ
り
よ
う
を
生
き
生
き
と
伝
え
て
く
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
メ
キ
シ
コ
の
マ
ヤ
世
界

博
物
館
の
展
示
場
で
は
、
案
内
役
の
青
年
が
マ
ヤ
語
で
話
し
か
け
て
く
る
。
当
惑
す

る
来
館
者
を
見
て
、
す
ぐ
に
ス
ペ
イ
ン
語
に
切
り
替
え
、
今
の
は
わ
た
し
た
ち
の
こ

と
ば
で
す
と
説
明
す
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
J
・
ア
ン
ブ
ロ
セ
ッ
テ
ィ
民
族
学
博
物

館
で
は
、
先
住
民
族
マ
プ
チ
ェ
の
女
性
歌
手
の
リ
サ
イ
タ
ル
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

二
〇
世
紀
に
絶
滅
し
た
と
い
わ
れ
る
先
住
民
族
セ
ル
ク
ナ
ム
を
悼
む
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
の
後
、
マ
プ
チ
ェ
の
民
謡
を
厳お
ご
そか

に
歌
う
声
が
響
い
た
。
そ
し
て
キ
ュ
ー
バ
で
は
、

前
述
し
た
よ
う
に
、
タ
イ
ノ

文
化
に
触
発
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
作
品
に
出
会
っ
た
。
カ

ラ
フ
ル
な
色
を
塗
ら
れ
た
タ

イ
ノ
風
の
器
や
、
先
コ
ロ
ン
ブ

ス
期
の
暮
ら
し
を
再
現
し
た

ジ
オ
ラ
マ
を
見
学
し
た
。
こ

う
し
た
体
験
か
ら
い
え
る
こ

と
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
各

地
で
先
住
民
文
化
の
再
評
価

が
進
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て

博
物
館
が
そ
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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遺
産
と
し
て
の
先
住
民
文
化
だ
。
大
英
博
物
館
の
メ
キ
シ
コ
室
や
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

美
術
館
の
先
コ
ロ
ン
ブ
ス
期
美
術
室
な
ど
で
は
、
マ
ヤ
、
ア
ス
テ
カ
、
イ
ン
カ
な
ど

の
文
明
の
至
宝
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
、
そ
の
後
の
先
住
民
文
化

に
関
す
る
資
料
や
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
来
館
者
は
も
っ
ぱ
ら
古
代
文
明
の

断
片
と
し
て
展
示
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
に
、
先
住
民
文
化
を
近
代
国
家
の
基
層
と
し
て
位
置
付
け
る
場
合
で
あ
る
。

ペ
ル
ー
国
立
考
古
学
人
類
学
歴
史
学
博
物
館
や
チ
リ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル

の
国
立
歴
史
博
物
館
な
ど
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
系
の
博
物
館
で
は
、
先
コ
ロ

ン
ブ
ス
期
の
文
化
を
そ
の
後
の
歴
史
過
程
と
と
も
に
展
示
す
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ら

の
博
物
館
で
も
現
代
の
先
住
民
に
関
す
る
情
報
は
乏
し
く
、
先
住
民
文
化
は
植
民

地
時
代
に
消
滅
し
た
と
い
う
印
象
を
来
館
者
に
与
え
や
す
い
。

こ
れ
ら
に
対
し
先
住
民
文
化
の
歴
史
的
連
続
性
を
強
調
す
る
博
物
館
も
あ
る
。

メ
キ
シ
コ
国
立
人
類
学
博
物
館
や
グ
ア
テ
マ
ラ
国
立
考
古
学
民
族
学
博
物
館
、
ボ

リ
ビ
ア
国
立
民
族
誌
民
俗
学
博
物
館
な
ど
で
は
、
先
コ
ロ
ン
ブ
ス
期
の
文
化
と
と
も

に
現
代
の
先
住
民
族
の
暮
ら
し
が
展
示
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
民
族
衣
装
を
着
た
マ

ネ
キ
ン
に
よ
っ
て
祝
祭
の
場
が
再
現
さ
れ
て
い
た
り
、
農
具
や
手
工
芸
品
な
ど
、
先

住
民
族
の
伝
統
的
な
生
業
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
展
示
を
通
じ
て
、

古
代
文
明
を
継
承
す
る
先
住
民
文
化
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
立
ち
あ
ら
わ
れ
る
。

メキシコ国立人類学博物館を象徴する大柱（2014年）

マプチェ歌手B・ピチ・マレンのリサイタル（2018年） キューバの子どもたちが作ったタイノ風の焼物（2019年）

コロンビア国立博物館の「多様性の壁」（2017年）
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